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我々は 方/ ♂ ≒ 整数の場合について･又 Jx-Jyの場合にJlいて･同様の非線形積分
方程式を得ることに成功した｡



















sj= 二 1と･環境をあらわす変数の組 ixiとで記述するものとし･ある時刻 tでそ
れぞれがある値の組 is)と i∑)をとる確率密度 をP(is‡,ixi,t)とする｡ j番目
のスピンが sjから-S･に値を変える確率をWJ(sj)とし･また, ix)の値が変わるJ





di p -亨wj(sj)P'写W十 sj)叶 sjH 'P (1-1
と書けるoただしPト sj)は･j番目のスピンのみが符号を変えたものであるo ここ
で,熱平衡でのカノニカル分布を保証するため,例によって詳細均合の関係を用いると




















yo p xo(ix)) (4)
(5)
揺動する環境内での Ising-spin系のStochasticな運動
であるo ここでT=0,Pxo(ix))-8日x巨 ixo))であれば･よく知 られたデバ
イ型になる｡








































Sandy-Jon｡S･の実験では,ロッシェル塩で (e′(a･)-e∞)/ (60-"∞)の変化 を
W(80-8∞)に対してプロットすると･Tに僅かな温度依存のあるデパイ型 1+ai2T2
の曲線によく乗ることを示しているOまた,Luther-M品serの実験ではTGSの,
cole-Cole 曲線がデパイ型半円上によく乗ることが示されたo 比較のため第 1図と
同じパラメータを用い,第 2図にx′(a,)/x'(0)を縦軸に,al′(0)を横軸にとり種
々の温度での値を一緒に書 くと,デパイ型と系統的なずれはあるが,デパイ型曲線でも


















れ種々の型のCole-Cole 曲線が得 ら ｡
れるが,これは極性分子液体の誘電的性
質との関連で別の機会に論 じることにす
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